
 
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
た
東
加
古
川
公
民
館
が
新
在
家
か
ら
一

色
に
移
転
し
、
旧
館
は
閉
館
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
不
動
産
開
発
（
株
）
が
建

設
を
進
め
て
い
た
、
物
流
施
設
（
加
古
川

平
岡
町N

K

ビ
ル
）
が
完
成
。

「
地
上
４
階
建
て
の
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト

型
物
流
施
設
で
、
２
階
部
分
へ
大
型
車
両

が
直
接
乗
入
れ
可
能
な
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
、

最
大
６
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
可
能
」
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
の
、
圧
倒
す
る
大
き
な
ビ
ル

で
す
。

バ
イ
パ
ス
の
側
道
を
走
る
大
型
ト
ラ
ッ

ク
が
増
え
る
と
、
通
学
路
に
な
っ
て
い
る

所
も
あ
り
心
配
で
す
。

町
内
会
の
役
員
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ
り
、

立
花
市
議
が
、
５
月
２
日
に
市
役
所
に
お

願
い
し
て
い

た
通
学
路
に

生
え
る
オ
ニ

ア
ザ
ミ
の
除

草
作
業
が
早

速
完
了
し
て

い
ま
し
た
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平
岡
小
学
校
の
北
側
の
向
に
あ
る
ラ
ー

メ
ン
屋
は
、
昼
頃
に
な
る
と
１
０
人
余
り

が
行
列
を
作
っ
て
い
る
。

余
程
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
さ
せ

る
の
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
調
べ

て
み
る
と
『
食
べ
ロ
グ
』
で
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

土
山
の
ジ
ャ
ス
コ
の
近
く
に
は
、
う
ど

ん
屋
に
行
列
が
出
来
て
い
ま
す
。
。

ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
の
苗

ジ
ャ
ム
な
ど
に
重
宝
さ
れ
る

ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
。

ひ
こ
ば
え
を
鉢
挙
げ

し
た
苗
を
差
し
上
げ
ま

す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
火
は
止
ま
ず
連
休
も

戦
争
ノ
ー
の
声
街
に
広
が
る

城
の
宮

大
中
肇

プーチン大統領は「強いロシア」の再建を標榜し、20年にわたっ

てロシアの指導者を努めていますが、内では国民を抑圧し、外で

は反勢力の他国を侵略してきています。

ロシア帝国の復活と皇帝のように振る舞い、国際社会の決めご

とを無視、自らを国際的孤立に導く愚かな決定をし続けています。

プーチン氏は旧ソ連時代からの帝政ロシアの覇権主義を引き継

いでおり、政界に入ってからはチェチェン紛争、グルジア紛争、

コソボ紛争などに深く関わり軍事介入で指揮をとっています。

2014年にはウクライナ侵攻によりクリミア半島を併合、NAT

O（北大西洋条約機構）の東方拡大に強く反発し、現在「ネオナチ

撲滅」を名目にウクライナに対し戦争行為で侵略を行っています。

安倍元首相は首相時代にプーチン氏とは「親愛なるパートナー」

と述べ称賛し、当時の自民党幹部も同調しています。

旧ソ連の崩壊で３１年前にソビエト連邦共産党は解散しており、

この時日本共産党は歓迎の意を表しました。

日本共産党は、ロシアの覇権主義、領土拡大政策などを旧ソ連

時代から厳しく批判してきており、現在も社会主義、共産主義と

は全く相容れないものとして位置づけており、ロシアがその資質

も持っていないことは明白です。

あなたの疑問にお答えします

プーチン大統領は共産党？

江
戸
時
代
か
ら
続
く
溝
浚
え

５
月
１
５
日
加
古
川
大
堰
か
ら
播
磨
町

ま
で
続
く
新
井
（
し
ん
ゆ
）
用
水
の
一
斉

清
掃
が
水
利
組
合
員
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
(
１
６
５
５
年
)
に
完
成
し

た
新
井
用
水
は
加
古
川
大
堰
で
取
り
水
。

日
岡
山
の
西
か
ら
ハ
リ
マ
化
成
南
・
加

古
川
バ
イ
パ

ス
交
差
点
内

で
白
毛
池
川

を
逆
サ
イ
ホ

ン
で
越
え
、

野
口
町
へ
。

中
部
中
学

校
を
回
っ
て
か
ら
平
岡
町
へ
。
西
方
苑
す

ぐ
北
か
ら
一
色
キ
リ
ン
堂
北
を
流
れ
二
俣

の
お
寺
の
南
。
神
鋼
社
宅
、
平
岡
や
ま
と

南
は
暗
渠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

暗
渠
か
ら
出
る
と
水
田
川
の
可
動
堰
へ

合
流
し
ま
す
が
堰
で
分
流
さ
れ
南
西
に
流

れ
て
い
き
ま
す
。

潰
れ
目
池
の
南
方
で
播
磨
町
へ
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
長
い
用
水
路
。
水
を
止
め
て
用
水

利
用
の
野
口
、
平
岡
、
播
磨
町
水
利
組
合

員
総
が
か
り
で
一
斉
に
清
掃
す
る
の
で
す
。

「
新
井
ざ
ら
え
」
と
呼
ば
れ
江
戸
時
代
か

ら
春
と
夏
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
の
上
の
小
さ
な
地
域
博
物
館
館
長

木
戸
久
裕

５
月
に
沖
縄
は
返
還
50

年

を
迎
え
ま
し
た
。

復
帰
と
は
な
り
ま
し
た
が
、

返
還
前
と
変
わ
ら
ず
未
だ
米

軍
基
地
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日
米
の
共
同
軍
事
訓
練
も
活
発
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

本
当
の
意
味
で
復
帰
す
る
の
は
い
つ
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
岡
町
内
街
道
散
策

42

48
年
間
あ
り
が
と
う

日
本
ハ
ム
跡
地
に
大
型
物
流
施
設

見
る
と
二

階
の
窓
に
は

『
48
年
間
あ

り
が
と
う
』

の
文
字
が
張

り
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

跡
地
は
民

間
業
者
に
売

却
さ
れ
る
よ

う
で
す
。

かこむ２階会議室A

６ 月 ７ 日、２１日（火）

18 時15 分～

ご案内

なんでも無料法律相談会

党市議団と弁護士が対応します

申し込みは立花議員へ

☎ 090-5127-4316

と き

ところ

短
歌
投
稿

【
６
月
よ
り
月
２
回
開
催
致
し
ま
す
】

日
本
の
固
有
種
で
、

本
州
か
ら
四
国
、
九

州
に
か
け
て
生
息
し

て
い
る
花
で
す
。

紫
色
の
小
ぶ
り
の

花
が
房
状
に
な
っ
て

１
ｍ
近
く
に
も
な
り
、
艶
や
か
、
か
つ
上

品
で
古
代
か
ら
愛
好
さ
れ
る
花
で
す
。

５
月
上
旬
か
ら
見
ご
ろ
と
な
り
、
各
地

で
藤
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

の
花
【
藤
の
花
】

季

中部中学校北の
新井用水内での作業

差
し
上
げ
ま
す

完成イメージ

ＪＲ西日本不動産開発(株)Ｈ・Ｐより

オ
ニ
ア
ザ
ミ
の
除
草

通学路にあったオニアザミ

行
列
の
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
屋

近
所
の
人
は
「
ネ
ッ
ト
を
見
て
き
て
る

の
よ
」
と
の
こ
と
。

平
岡
町
内
に
は
こ
の
よ
う
な
店
が
何
店

か
あ
る
よ
う
で
す
。

平
和
だ
か
ら
見
ら
れ
る
風
景
で
す
ね
。

連絡先・中村
４２５‐３９１１


